
日本看護歴史学会会報　　　　　　　1998年6月8日第30号

．
．
ハ
千
号
『

第
二
一
回
看
護
歴
史
学
会
大
会

…
［
戦
後
看
護
教
育
の
検
証
」
を
九
州
大
分
県
で
誹
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の
か
、
ま
た
、
G
H
Q
撤
退
後
に
生
じ

た
こ
と
は
何
か
な
ど
、
体
験
者
の
証
言

を
も
と
に
理
解
を
深
め
た
い
と
思
い
ま

す
。本
学
会
で
は
、
証
言
者
お
よ
び
そ
の

お
立
場
と
し
て
、
金
子
光
氏
（
看
護
行

政
の
立
場
か
ら
）
、
有
田
幸
子
氏
（
元

日
本
看
護
協
会
会
長
の
立
場
か
ら
）
、

大
森
文
子
氏
（
准
看
護
婦
制
度
の
問
題

に
つ
い
て
）
、
林
千
冬
氏
（
准
看
護
婦

制
度
．
に
つ
い
て
）
、
日
野
原
重
明
氏

（
医
師
の
立
場
か
ら
）
　
の
六
氏
に
ご
登

場
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

各
氏
は
、
と
も
に
戦
後
の
歴
史
を
背

負
い
な
が
ら
後
輩
の
育
成
を
使
命
と
さ

れ
、
私
た
ち
に
看
護
の
展
望
を
示
唆
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。

ご
体
験
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
証
言

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
秘
話
が
飛
び
出
す
の

で
し
ょ
う
。

会
員
・
非
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を

湯
の
町
別
府
で
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お

り
ま
す
。

近
代
看
護
婦
誕
生
か
ら
一
一
〇
年
、

そ
し
て
戦
後
五
三
年
目
の
今
夏
、
「
戦

後
看
護
教
育
の
検
証
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
と
し
て
第
二
一
回
看
護
歴
史
学
会
を

大
分
県
別
府
市
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

昨
夏
の
京
都
で
は
、
「
保
健
婦
助
産

婦
看
護
婦
法
制
定
五
〇
年
の
証
言
」
と

し
て
、
ま
さ
に
こ
の
時
代
を
生
き
て
こ

ら
れ
た
金
子
光
氏
、
榊
秀
子
氏
、
林
み

ど
り
氏
が
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
証
言
を
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
多
く
が
、
自
分

の
来
し
方
を
手
繰
り
、
現
在
地
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た

経
緯
か
ら
、
時
宜
的
に
も
戦
後
の
看
護

教
育
を
振
り
返
る
機
会
の
必
要
性
を
痛

感
し
、
今
学
会
の
テ
ー
マ
を
上
記
に
決

定
し
た
次
第
で
す
。
具
体
的
に
は
、
現

江
　
崎
　
フ
サ
子
．

在
、
看
護
教
育
界
の
課
題
で
あ
る
准
看

護
婦
養
成
廃
止
の
問
題
と
看
護
基
礎
教

育
の
大
学
化
の
動
向
を
中
心
に
据
え
、

こ
れ
ら
の
出
発
点
に
焦
点
を
当
て
て
、

看
護
教
育
の
戦
後
か
ら
現
在
、
そ
し
て

今
後
を
考
え
る
機
会
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

本
学
会
の
会
報
二
二
号
に
五
十
嵐
氏

の
　
「
戦
後
五
〇
年
に
思
う
こ
と
、
G
H

Q
の
看
護
指
導
体
験
記
」
が
あ
り
ま
す
。

G
H
Q
（
連
合
軍
総
司
令
部
）
　
の
看
護

指
導
者
が
、
日
本
の
医
師
や
看
護
婦
に

看
護
の
本
質
を
説
き
指
導
し
て
い
る
様

が
読
み
と
れ
ま
す
。
こ
す
し
た
G
H
Q

の
指
導
の
も
と
、
日
本
の
看
護
や
教
育

は
如
何
な
る
変
革
を
遂
げ
、
現
在
の
看

護
に
ど
の
よ
う
な
明
暗
を
も
た
ら
し
た
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会
報
第
二
九
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た

と
お
り
、
第
二
一
回
大
会
は
大
分
県
別

府
市
で
開
催
し
ま
す
。

今
大
会
は
現
在
の
看
護
教
育
に
と
っ

て
変
換
点
と
も
な
り
得
る
大
学
化
へ
の

進
展
と
准
看
護
婦
養
成
制
度
に
焦
点
を

当
て
て
歴
史
的
に
検
証
し
ま
す
。

◆
開
催
期
日

平
成
一
〇
年
八
月
七
日
（
金
）
～

八
月
八
日
（
土
）
両
日
、

◆
会
場

大
分
県
青
少
年
会
館
（
地
図
参
照
）

t
品
－
9

0

別
府
市
上
野
口
町
一
九
－
二
〇

m
〇
九
七
七
－
二
一
－
四
四
一
六

鞘
〇
九
七
七
－
二
一
－
四
四
一
八

◆
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要

阿
見
凰
八
月
七
日
（
金
）

午
後
〇
時
三
〇
分
受
付
開
始

午
後
一
時
開
会

午
後
一
時
一
五
分
～
四
時
三
〇
分

証
　
言
「
戟
後
看
護
教
育
の
検
証
こ

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
小
玉
香
津
子
氏

証
言
者
の
方
々

金
子
　
　
光
氏

有
田
　
幸
子
氏

午
後
四
時
四
五
分
～
五
時
三
〇
分

総
　
会

午
後
五
時
三
〇
分
～
八
時

自
由
集
会

同
八
月
八
日
（
土
）

午
前
九
時
一
五
分
　
開
会

午
前
九
時
二
〇
分
～
一
〇
時
五
〇
分

会
員
に
よ
る
研
究
発
表

座
長
　
玄
田
　
公
子
氏

午
前
二
時
～
二
一
時
三
〇
分

懇
親
会

午
後
〇
時
四
〇
分
～
二
時
四
〇
分

証
言
二「
戦
後
看
護
教
育
の
検
証
二
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
亀
山
美
知
子
氏

証
言
者
の
方
々

日
野
原
重
明
氏

大
森
　
文
子
氏

林
　
　
千
冬
氏

午
後
二
時
四
〇
分
～
四
時
三
〇
分

放
談
会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
亀
山
美
知
子
氏

証
言
者
の
方
々
に
よ
る
放
談

午
後
四
時
三
〇
分
　
閉
会

（
総
合
司
会
は
両
日
共
高
田
節
子
氏
）

◆
大
会
参
加
申
し
込
み
に
つ
い
て

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
氏
名

（
複
数
連
名
可
）
　
を
明
記
の
上
、
所
定

の
参
加
費
等
を
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
、

七
月
二
〇
日
　
（
月
）
ま
で
に
送
金
下
さ

い
。
な
お
、
郵
便
局
備
え
付
け
の
振
込

用
紙
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
通
信
欄
に
氏
名
お
よ
び
参

加
費
の
内
訳
を
必
ず
記
入
し
て
下
さ
い
。

郵
便
振
替
口
座
番
号

〇
〇
九
〇
〇
I
ニ
ー
四
二
九
七
九

日
本
看
護
歴
史
学
会
　
（
大
会
用
）

※
大
会
参
加
用
と
学
会
年
会
費
用
の
振

替
口
座
番
号
は
異
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

◆
大
会
参
加
費

会
員
　
　
三
〇
〇
〇
円

非
会
員
　
四
〇
〇
〇
円

学
生
（
大
学
院
生
を
含
む
）

二
〇
〇
〇
円

懇
親
会
一
五
〇
〇
円

◆
研
究
発
表
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

研
究
発
表
を
希
望
す
る
方
は
、
左
記

の
要
領
で
、
封
書
の
表
に
「
研
究
発
表

希
望
」
と
朱
書
き
の
上
、
お
送
り
下
さ

＼

　

0

1
1
V

・
演
題
名

・
氏
名
　
所
属
　
会
員
番
号

（
共
同
研
究
者
も
含
む
）

・
要
旨
　
八
〇
〇
字
以
内

・
申
し
込
み
締
め
切
り
　
　
、
．

六
月
三
〇
日
（
火
）
当
日
消
印
有
効

2
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・
送
付
先

1品185

京
都
市
上
京
区
清
和
院
口
寺
町

東
入
る
中
御
霊
町
四
一
〇

京
都
府
立
医
科
大
医
技
短
大
部

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

岡
山
　
寧
子
宛

※
研
究
発
表
は
、
ス
ラ
イ
ド
や
O
H
P

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
必
要
時
、
各

自
で
当
日
配
布
資
料
を
準
備
し
て
下

さ
い
。
そ
の
他
、
発
表
に
つ
い
て
の

詳
細
は
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に

個
別
的
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
自
由
集
会
（
分
科
会
）

分
科
会
は
従
来
の
形
式
を
少
し
変
え

て
自
由
集
会
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
第

一
日
目
の
総
会
終
了
後
、
同
会
館
内
で

テ
ー
マ
別
に
実
施
し
ま
す
。

話
題
提
供

・
テ
ー
マ

・
氏
名
　
所
属
　
会
員
番
号

・
要
旨
ま
た
は
呼
び
か
け

（
一
〇
〇
字
程
度
）

・
申
し
込
み
締
め
切
り

六
月
三
〇
日
（
火
）
当
日
消
印
有
効

・
送
付
先

l
品
1010

兵
庫
県
加
古
川
市
平
岡
町
新
在
家

二
三
〇
一
兵
庫
大
学
短
期
大
学
部

山
崎
　
雅
代
宛

※
自
由
集
会
は
、
会
員
の
皆
様
の
日
頃

研
鏡
さ
れ
て
い
る
関
心
分
野
に
つ
い

て
の
話
題
提
供
に
よ
っ
て
、
研
究
方

法
の
検
討
、
資
料
の
発
掘
、
文
献
等

の
情
報
提
供
等
幅
広
い
意
見
交
換
の

場
で
す
。

看
護
改
革
の
行
方
を
見
失
わ
な
い
よ

う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
の
中
で
し
っ

か
り
と
見
据
え
て
い
き
た
い
も
の
と

期
待
し
、
自
由
集
会
を
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
こ
か
ら
ま
た
看
護
歴
史
研

究
に
と
さ
ら
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
宿
泊
に
つ
い
て

本
学
会
で
は
、
特
に
宿
泊
施
設
は
紹

介
し
ま
せ
ん
が
、
観
光
地
な
の
で
ホ
テ

ル
・
旅
館
は
多
数
あ
り
ま
す
。

な
お
、
会
場
と
な
る
大
分
県
青
少
年

会
館
に
も
宿
泊
施
設
が
あ
り
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
、
会
館
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
　
（
会
館
の
住
所
等
連
絡
先

は
地
図
参
照
）
。

◆
別
府
市
（
大
会
会
場
）
　
へ
の
交
通

電
車
の
場
合
、
山
陽
新
幹
線
小
倉
駅

よ
り
日
豊
本
線
に
て
別
府
駅
ま
で
約
一

時
間
、
別
府
駅
か
ら
車
で
一
〇
分
。

飛
行
機
で
は
、
大
分
空
港
か
ら
エ
ア

ラ
イ
ナ
ー
（
バ
ス
）
利
用
等
で
約
五
〇

分
か
か
り
ま
す
。
　
　
、
．

編
集
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

会
員
の
移
動
等
に
つ
い
て

◆
学
会
誌
第
二
言
方
の
原
稿
募
集

学
会
誌
の
充
実
を
は
か
る
た
め
に
、

日
頃
の
研
究
成
果
を
ご
発
表
下
さ
い
。

未
発
表
の
も
の
で
、
原
稿
用
紙
五
〇
枚

以
内
に
限
り
ま
す
。
編
集
委
員
会
の
判

断
に
よ
り
、
校
正
を
求
め
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
投
稿
規
定
を
参
照

し
て
下
さ
い
。
投
稿
規
定
は
、
学
会
誌

に
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
ご
希
望
の
方

は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

投
稿
の
際
に
は
、
封
書
の
表
に
「
応

募
原
稿
在
中
」
と
朱
書
き
の
上
、
お
送

り
下
さ
い
。

な
お
、
投
稿
さ
れ
た
原
稿
は
返
釦
し

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

・
応
募
締
め
切
り

九
月
三
〇
日
（
水
）
当
日
消
印
有
効

・
送
付
先

〒
6
0
2
－
8
5

京
都
市
上
京
区
清
和
院
口
寺
町

東
入
る
中
御
霊
町
四
一
〇

京
都
府
立
医
科
大
医
技
短
大
部

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

岡
山
　
寧
子
宛

◎
新
入
会
員

塚
原
浩
子

〒
72
3
－
0
5

0

（
仙
9
7
－
轡

広
島
県
三
原
市
学
園
町

一

－

一

広

島

県

立

保

健

福

祉

短

期

大

学

耶

8

0

3

品

翫

鋸

南

区

志

徳

ニ

ー

四

⊥

一

四

－

五

〇

一

西

南

女

学

院

大

学

（

〇

九

三

－

九

六

一

1

七

〇

五

九

）

寺

島

小

夜

（

仙

98

－

聖

〒

584

－

00

7

1

大

阪

府

富

田

林

市

藤

沢

台

六

－

二

一

1

一

七

（

〇

七

二

一

－

二

八

－

五

四

二

二

）

◎

勤

務

先

・

自

宅

住

所

等

の

変

更

宗

0

8
3

王

子

翫

鋸

町

三

－

二

四

－

二

サ

ン

ハ

ウ

ス

春

日

井

駅

五

E

（

〇

五

六

八

－

八

四

－

九

二

七

五

）

渡
山
　
恵
子

〒
8
9
7
－
0
00

・
（
仙
8
7
－
響

鹿
児
島
県
加
世
田
市
武
田

一
八
二
六
六

コ
ー
ポ
マ
コ
ト
ニ
ー
二

（
〇
九
九
三
－
五
三
－
七
一
〇
七
）

鈴
木
美
恵
子

〒
7
2
4
－
69

0

（
仙
8
7
－
0

9
4
）

広
島
県
加
茂
郡
黒
瀬
町

学
園
台
五
五
－
三
六

広
島
国
際
大
学
保
健
医
療
学
部

3
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轟
竺
馴
那
㌢

三
－
一
九
〇
－
一
－
六
〇
六

．
（
〇
七
五
－
六
二
丁
六
四
九
九
）

轟
0
0

。
1
子
如
晶

八
－
一
〇
－
〓
－
五
〇
三

（
〇
四
八
－
八
五
五
－
四
四
七
五
）

宗
8

6
。
1
子
翫
鮎
区
瑞
穂
町

川
漕
二
番
地

名
古
屋
市
立
大
学
事
務
局
看
護
学
部

設
立
準
備
室

（
〇
五
二
－
八
五
三
－
八
七
九
こ

轟
1

4
。
6
子
翫
最
猿
田

宇
宙
代
沢
一
七
－
三

日
本
赤
十
字
秋
田
短
期
大
学

轟
0
0
1
5
子
翫
鋸
豊

ニ
ー
三
七
－
〓
丁
六
〇
一

（
〇
三
－
三
八
四
〇
－
四
二
五
五
）

轟
1
1

。
1
＝
離
鋸
明
神
町

二
一
五
八
－
五

国
立
津
病
院
附
属
三
重
中
央
看
護
学
校

（
〇
五
九
－
二
五
九
－
二
七
七
）

◎
退
会

渡
部
喜
美
子

野
矢
美
佐
子

遠
藤
　
直
子

ー

　

●

●

　

　

　

－

　

　

　

●

●

　

　

　

－

　

　

　

●

●

l

●

●

l

●

●

■

l

l

■

l

■

●

●

暮

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

－
　
●
●
　
　
　
－
　
　
　
●
●
　
　
－
　
　
一
●
●
l
●
●
l
■
●
●
■
　
　
一
　
　
　
●
●
l

◆
住
所
変
更
の
場
合
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

も
結
構
で
す
の
で
、
必
ず
事
務
局
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
本
会
の
出
版
物
を
お
求
め
の
方
は
、

事
務
局
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
．

・
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
L

創
刊
号
よ
り
第
二
九
号
ま
で
可

領
価
一
部
　
二
〇
〇
円

送
料
一
部
　
　
八
〇
円

・
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
」

第
二
号
よ
り
第
二
号
ま
で
可

領
価
一
部
　
五
〇
〇
円

送
料
一
部
　
二
四
〇
円

・
『
看
護
婦
発
祥
百
年
記
念
ア
ル
バ
ム
・

看
護
婦
の
歩
み
L

領
価
一
部
　
五
〇
〇
円

送
料
一
部
　
二
四
〇
円

※
お
求
め
に
な
っ
た
出
版
物
に
振
込
用

紙
を
同
封
し
ま
す
の
で
、
送
金
下
さ

い
。
ま
た
、
直
接
左
記
の
郵
便
振
替

口
座
に
送
料
込
み
の
価
格
（
ご
希
望

の
出
版
物
を
必
ず
明
記
）
を
お
振
り

込
み
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

郵
便
振
替
口
座
番
号

〇
一
〇
l
O
I
一
－
五
二
一
八
五

日
本
看
護
歴
史
学
会

◆
会
費
納
入
の
お
願
い

本
年
度
の
会
費
（
四
〇
〇
〇
円
）
を

ま
だ
未
納
の
方
は
納
入
お
願
い
し
ま
す
。

未
納
額
の
確
認
を
さ
れ
た
い
方
は
、
会

計
の
大
平
政
子
氏
（
〒
4

6
7
－
0
0
0
1
名
古

屋
市
瑞
穂
区
瑞
穂
町
川
澄
一
番
地
名

古
屋
市
立
大
学
看
護
短
期
大
学
部
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

な
お
、
会
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、

年
会
費
を
三
年
以
上
滞
納
し
た
方
は
、

会
員
の
資
格
を
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
ご
留
意
下
さ
い
。

◆
住
所
録
作
成
に
当
た
っ
／
て

今
年
は
、
幹
事
選
挙
の
年
で
も
あ
り
、

従
来
通
り
住
所
録
作
成
の
準
備
を
す
す

め
て
い
ま
す
。
最
近
は
特
に
住
所
変
更

が
多
く
、
事
務
局
で
も
混
乱
し
て
お
り
、

会
員
の
皆
様
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
て
い
る
こ
と
と
申
し
訳
な
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
正
確
な
住
所

を
把
握
す
る
た
め
に
同
封
の
葉
書
を
ご

確
認
の
上
（
訂
正
個
所
を
朱
書
き
で
訂

正
）
、
六
月
末
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

幹
事
選
挙
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
の

必
要
あ
り
と
の
声
も
多
く
、
幹
事
会
で

も
検
討
し
っ
つ
あ
り
、
第
二
一
回
大
会

総
会
に
お
い
て
一
議
題
と
な
る
予
定
で

す
。
皆
様
の
忌
博
の
な
い
ご
意
見
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
出
版
の
ご
案
内

か
ね
て
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
し
た

『
検
証
－
戦
後
看
護
の
五
〇
年
』
（
日
本

看
護
歴
史
学
会
編
　
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ
ン

ド
社
発
行
　
三
六
〇
〇
円
）
が
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
〓
読
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
第
二
一
回
大
会
は
、
初
め
て
九
州
は

別
府
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
戦
後

の
看
護
教
育
」
と
い
う
切
り
口
で
そ

の
成
り
立
ち
か
ら
歴
史
的
経
過
に
つ

い
て
多
く
の
証
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

八
月
の
別
府
は
と
て
も
暑
い
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
に
負
け
な
い

く
ら
い
看
護
歴
史
に
つ
い
て
の
熱
い

議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
三
〇
号

編
集
責
任
者

発
行
責
任
者
　
岡
山
寧
子
・
福
本
　
患

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

〒
禦
脚
　
京
綱
机
開
高
－
東
入

京
都
府
立
医
科
大
学

医
療
技
術
短
期
大
学
部

岡
山
寧
子
・
福
本
　
悪

阻
〇
七
五
－
二
二
丁
五
四
四
二
山

根
〇
七
五
一
二
」
ニ
ー
五
四
四
二
岡（
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